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◎
松
本
市
長
の
決
断

・
納
税
組
合
は
廃
止
し
な
い

・
自
治
会
の
補
助
金
を
検
討

◎
髙
木
の
決
断
は
良
心
と
知

識
を
持
っ
て
検
証
す
る
。

　
　
　
　
　

前
回
の
答
弁
は
、

　
「
①
堂
山
自
治
会
の
世
帯
数

と
納
税
組
合
の
戸
数
は
19
と

16
。
②
堂
山
団
地
自
治
会
も

同
じ
よ
う
に
27
と
28
。
③
堂

山
自
治
会
の
平
等
割
は
６
万

円
。
納
税
率
を
公
表
し
て
い

な
い
の
で
補
助
金
は
公
表
で

き
な
い
。」
と
説
明
し
た
。

　

堂
山
自
治
会
の
平
等
割
は

（
別
表
）で
は
、
３
万
２
千
円

で
６
万
円
で
は
無
い
こ
と
が

明
白
。

（
堂
山
と
堂
山
団
地
）自
治
会

の
数
を
合
算
す
る
と
平
等
割

も
納
税
組
合
の
基
本
額
も
６

万
円
。
納
税
率
が
1
0
0
％

と
す
る
と
、
納
税
成
績
は
12

万
円
。
補
助
金
は
18
万
円
。

堂
山
自
治
会
の
補
助
金
の
支

給
額
を
議
会
に
は
「
公
表
し

な
い
。」と
答
弁
。
監
査
は
し

て
い
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な

や
り
方
は
妥
当
か
。

　
　
　
　
　
　
　

計
算
式
は

間
違
っ
て
い
な
い
。
計
算
通

り
正
解
を
確
認
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

意
味
不
明
。
監

査
委
員
は
失
格
。

　

先
日
「
情
報
公
開
」
の
申

請
を
し
た
。
決
裁
は
ど
こ
ま

で
か
。

　
　
　
　
　
　
「
情
報
公
開
」

の
「
開
示
請
求
」
は
部
長
決

裁
で
あ
る
。（
※
）

　
　
　
　
　

市
長
の
決
裁
は

必
要
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。

自
治
会
の
納
税
率
は
個
人
情

報
な
の
か
。

　
　
　
　
　

端
的
に
こ
こ
で

私
が
表
現
す
る
こ
と
が
ち
ょ

っ
と
私
自
身
難
し
い
ん
で
す

が
、
今
、
そ
う
い
う
措
置
を

し
た
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な

考
え
方
に
基
づ
い
た
こ
と
で

対
応
し
て
き
て
い
る
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

市
長
名
の
「
公

文
書
」
に
「
不
開
示
」
と
書

い
て
あ
る
。
私
は
期
日
ま
で

に
審
査
請
求
」を
申
請
す
る
。

自
治
会
活
動
補
助
金
は
自
治

会
の
活
動
に
用
い
る
補
助
金

で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

当
然
そ
う
で
す

ね
。

　
　○

補
助
金
の
性
質
上
、
当
然

監
査
の
対
象
に
あ
る
。

○
自
治
会
の
活
動
計
画
に
基

づ
く
補
助
金
の
額
を
納
税
の

成
績
等
で
支
給
す
る
や
り
方

は
適
切
で
は
な
い
。

市長／延べ人数119名
内訳は深江・布津：14名
　有　家・西有家：59名
　北有馬・南有馬：30名
　口之津・加津佐：16名

　
市長と市民との市政
懇談会の参加者数を
市長と市民との市政
懇談会の参加者数を

髙
木
議
員

髙木和惠議員

松
本
市
長

髙
木
議
員

代
表
監
査
委
員

松
本
市
長

　
　
　
　
　

前
回
、
防
災
関

連
で
質
問
を
し
た
、
市
内
各

避
難
所
の
鍵
を
、
そ
の
地
区

の
自
治
会
長
や
、
市
職
員
等

の
責
任
あ
る
立
場
の
者
に
預

け
て
お
き
、
台
風
、
豪
雨
、

地
震
等
に
関
し
、
そ
の
地
域

の
状
況
に
応
じ
て
、
各
々
の

判
断
で
避
難
所
を
開
所
で
き

る
よ
う
に
す
べ
き
、
と
の
問

い
に
対
す
る
市
長
の
現
在
の

考
え
は
。

　
　
　
　
　

私
も
４
月
の
熊

本
地
震
、
６
月
の
豪
雨
災
害

を
体
験
し
、
行
政
だ
け
で
の

対
応
に
は
限
界
が
あ
り
、
自

助
及
び
、
地
域
の
支
え
合
い

と
い
う
、
共
助
の
必
要
性
を

強
く
感
じ
た
。
本
市
で
は
、

災
害
の
種
類
や
規
模
、
発
生

場
所
に
対
応
す
る
た
め
に
、

１
０
１
カ
所
に
指
定
避
難
所

を
設
け
て
い
る
が
、
今
後
そ

の
運
営
体
制
に
つ
い
て
見
直

し
を
行
い
、
一
部
の
避
難
所

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
代
表

者
や
、
自
主
防
災
組
織
が
開

設
で
き
な
い
か
、
検
討
を
進

め
た
い
。

　
　
　
　
　

よ
く
自
助
、
共

助
、
公
助
と
耳
に
す
る
が
、

現
実
的
に
公
助
、
つ
ま
り
行

政
に
任
せ
き
り
の
部
分
が
突

出
し
て
い
る
。
住
民
一
人
ひ

と
り
が
自
然
災
害
に
対
し
、

自
ら
考
え
、
自
ら
動
き
、
命

を
守
る
、
と
い
う
意
識
と
自

覚
を
持
つ
た
め
の
一
策
と
し

て
、
是
非
と
も
早
急
に
、
本

市
独
自
の
施
策
と
し
て
防
災

計
画
の
中
に
明
示
す
べ
き
で

あ
る
。

　
　
　
　
　

ま
さ
に
私
も
同

様
の
思
い
で
あ
る
。
市
内
１

０
１
カ
所
の
避
難
所
以
外
に

も
、
自
治
会
公
民
館
等
、
避

難
所
と
し
て
適
し
た
所
で
あ

れ
ば
、
そ
の
地
域
々
々
で
の

判
断
や
合
意
に
基
づ
い
て
、

対
処
行
動
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
行
政
の
立
場
か
ら
の
手

だ
て
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

自
然
災
害
に
対

し
て
は
、
首
長
を
は
じ
め
行

政
は
、
臆
病
と
も
と
ら
れ
る

ぐ
ら
い
の
対
応
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
。
ま
た
市
民
の
皆

様
に
は
、
自
然
の
猛
威
と
い

う
危
険
か
ら
身
を
か
わ
す
手

段
は
、
唯
一
「
避
難
」
し
か

な
い
と
い
う
意
識
と
、
そ
れ

に
と
も
な
う
行
動
を
早
め
に

と
る
事
を
、
各
々
が
強
く
本

気
で
認
識
し
て
ほ
し
い
。

※
そ
の
他
の
質
問

　
・
小
・
中
学
校
の
普
通
教
室

　

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

　

い
て
。

　
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
本

　

市
隊
員
の
活
動
状
況
に
つ

　

い
て

　
　

　

隈部和久議員

隈
部
議
員

隈
部
議
員

市長 /真剣に検討を指示
　　　している

防 災 へ の
市民の自覚を
促す方策を

防 災 へ の
市民の自覚を
促す方策を

松
本
市
長

隈
部
議
員

松
本
市
長

豪雨時北有馬ピロティ文化センター日野江

松
本
市
長
の
政
治
姿
勢

市
民
生
活
部
長

髙
木
議
員

髙
木
議
員

髙
木
議
員

○納税率100％       ：基準額の2倍
○①と②を合わせた額を限度として活動に対する補助を行います。   

自治会世帯数 平等割額 納税組合戸数 基　準　額
9世帯以下 23,000 円 9戸以下 23,000 円
10～19世帯 32,000 円 10～19戸 32,000 円
20～29世帯 42,000 円 20～29戸 42,000 円
30～39世帯 50,000 円 30～39戸 50,000 円
40～49世帯 60,000 円 40～49戸 60,000 円

 
150～179世帯 170,000 円 150～179戸 170,000 円
180世帯以上 200,000 円 180戸以上 200,000 円

… … … …

①平等割額  　②成績割額 

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜

※後日、「今回の情報開示請求については市長決裁でありました。」との訂正あり。

〜
〜

〜
〜
〜


